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技

ミ
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成格目
十

方 し、
四た手
年者数
三
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機製製

品ッ 和

服

調チ 製
作作刷形

施成

製 器製ク

上器

械プ場機
工色造造 て

加立

加ス板組

くレつ

ル ソ

井造工工工金きげ

イ
ー
ポ セ 械機トー イは
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カ器製くジ
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保
ト全て造製本造工装

製
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例分ム

条区ウ 築

定ニ
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九け能期

日
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とは実

こ定、

る検日

で実場
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金

る試等

き技所

曜

の及
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次料数 のの料 表欄
るる
めげ
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にに円

しす
とと
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おお
とと
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日
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る科

す学
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。
う
行
り
よ

実問手実

学

イウエアイ
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職
該
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建かと左タ配型鉄コ
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公 期場期

強石水

ロ

学

日所表験

実実る実

科 技技。技

試

問は

験験験験 円 試試試

別施は別

、実題、

はの

装人

北所あ北

途場、途

縁シ供

水仕業械子

絶ッ

施製

施施

施げ包検服

上

ク
ン

工工工工装装査造

ト

らル

ー
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工工
施

送 ぶ張

大施施圧

プ

産 化

工きび官り管工

品 ッ施
製 チ
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ラ材練

海はら海 形工造

成製

ク

め業
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道、か道

力海検力

能北受能

業途

者協
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開道申開
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定発送定
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。



北

国

７

道
海

土 そ

告調

平 示査

成 第 の法

十
四 昭

年 号和

三 他

北 海

６

定 の検 否 者能

格合技

合
等書証

格 表知合 発通

道 公 報

同料

請た申を数

イ手
５

の請書封の

書 なも申請

付

紙 、）書在す納

用 お

郵」こ方

請 申をを中る

」 書封送とと法

求 請同

第

技実検申

提受受

アイア

検試出請書

能技付申請
紙

受又関用

定験期にの

検は先間す

号

４
の

施請出 申 実

検提

ウ受

所続類
手 場書

月 年

二 法

十 律 事技志事

九 第 の能支務

日 合検庁所

格定に又

書つっ北）

証にあは号

をいて海第

金 交ては道

第

付不、職条

曜

３
るな済能２

す明経業

受技協級

なをまを実発

、け、け試会、

お受た

又書礎

実よ申な験が基

と書っは面１

技う請か

通及

験すをた学で級

試

け合試知び

又る受場科

礎

学験付で験す基

は試

すに朱。

科にけものる

き実数

朱 用るよ書

と の
をと提し技料

書 紙こり

し 郵。出、試

き
、 送す試験

返 にる験の

り合免数円 信 よ場の手

、をは 封 請は除料） 用

、 筒 求

申 す書受前

申学る及

請 あ る留け記

北所電随意受

請科注び

験海在話時検

書試

号け内

以の道地番受案

除業郵付は

下免職

け、 申を能便
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請受力番－る北
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道 － 」よ発
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場
施
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験
試
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項
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は

所

日
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。点部力

支働会に

各労協定

、工
い、
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庁課によ

商志わの

部後合次

済、
こ調

労庁る土

工支せ国

手合。２

観樽と査

働小

の

験る後数否級

試係た
数、は果技

の手は料結

還つ検

除料申返に能

免

の

受、をしい定

をは請
付りいは合

け納取なて

げ北者
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よ
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すした海に
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郵よ３

場い合職、

るな
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能
検能証科 円付
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は札発

）者開

区付

資石交
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す幌。

証札る
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格

職
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発
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課工成
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規）の供平
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除験開知

免試力道

、

北

土 海 地別更
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告 南改 成区
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第

３

法 年名苅部

験 をる 定検す試 分す
月
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土

。 申っ検面手

北

土地そ 海
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退平

道

良関

任地 成

告改
事係 年示

業書 月

良
第法

日の類

次

目
丁

面１

土は

北

土の 海

と平

標地

道

お成

地 茶籍
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法 地

証成

認
す
知
通
ら

簿の月

の
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町事海
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行計十
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昭
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日め地ょ
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律 整
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施手第

水い）

排担号

設支

昭
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理理改平

和
年 事良成
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画月

第 事計４

律 監業年
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又たら 第
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氏

。

昭

村日 条
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任日
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あ
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っ
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域・丁条
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日
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整
果
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三

堀
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当か事 促
決

第

］］３

備型の
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用
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道水て
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縦北同同

堀る
す

事類暗
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武、 １

間 第

北住上覧 に

縦 定

の 規

名
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道郡供 り

海川に よ
地
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事連る 次

知風

第

西区

堀字

規

成成の

平平項
り

月月よ

４２に

年年定

４

土
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地
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場萌条

い

連つ

風

達

て

成良

平改

所地営

也番道

区
か
ら
、 日

也月
年 達

証
認



２陽
第
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北 海
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号

北
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三
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村市町市町市町

第

越市

当同厚知砂函蘭余

町町市町町

別田内原館

町村

号

村島

る
す町広

施
実市北

の名市

域
区

月
二
十 同同同同同同

九
日

１

月月月月

５８４８

金

かかかか

日日日日

曜 らららら

７ ８

５

同同同同同同同同同

月月月

４８８６５４４

３７８１７

月月月月月

かか

日日日日日日日日

らららら

かかかかかか

９７６７７８

らららら

８

４５

同同同同同同同同
８７

月月月月月

４４５

８
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５５６５８
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１

月月月
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ららら
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５８７
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日日日日
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日日日日日日日日
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２
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町町町町町市町
かかか

４

同同同同同同同同

町

月月月

４７４６６５７
８１

月月月月月

１８１

かか

日日日日日日日日

町町村村
かかかかかか

月月月

５４６

同同同同

１

日ららら

かかか

日日日

月月月

７７５

ででで

ままま

日日日

三
一
五

病家

る和核轄

す昭結所
期 日

生健

及農発保

時年の畜

び林）

で第の

所令防

場省予日

た 家

。

員９
疫第

防）
畜号め

７７た

ららららら

６７

し

月月月月月だ

ままま生

日日日日日、

ででででで後

まま

らららら

も
の

満
未

月
か

５８８７８５

らららら

月月月月月月月月

５８

９

まま

日日日日日日日日

でででで

まままままま

７５８

ららら
でででで

２

月月月

条

ででで

ままま

日日日

の

方
る
。め

う定
行に

が

。
く

除
を



山藻

羽初遠天幌稚豊東
町村

別琴

幌別塩延内富

町村町町町市

北 海

平前

名和美中留増小苫

市町町町

寄寒深川萌毛

市町町町

道 公 報

加 十

古三新妹沼幌旭上

川牛内

平笠津田川川

背

町市町町町町市町

第

松寿

上乙奥今島黒留積
町

国内都

部尻金牧丹

ノ
町町町町村町村

号

砂八江

平
成
十原雲差
四
年
三

同同同同同同同

町町町

月月

６６

同 同同

７９

らら

かか

日日 日
３

月
６

同同同同同同 同同同同同同同

７
ら

か

月月

４７

同
８

同同

５８

らら

かか

日日

月
４

同同同同同同
５

ら
か

日

月
二
十平同同

九成

日

５

月月

４４

年

金

かか

日日

曜

６

月月

５５

らら

月

でで

まま

日日

月月

で
ま

日

月

でで

まま

日日

で
ま

日

日月月

早追厚鵡

でで

まま

日日

瞥老来分真川

洞大壮白 興西雄北網紋豊虻
爺滝

滝

部
部武見走別浦田

興 田瀬湧

常生遠丸白上湧 留佐

原布別

呂軽滝別上

清子辺呂

斜清小端訓置 美津

水府蘂間

里里野戸

町町町町町

別
幌別

満
女

同同同同同同同

村村町

同

町村町市市市町町
同

月
４

同同同同同同同

町町町町村町町町

か
日

町町
同同同同同同同同 同同同同

町町町町町町

同同同

町町町
同同同同

月
７
ら

で
ま

日

三
一
六



豊本足陸浦帯釧

平
成
十 頃別寄別幌広路

四
年
三 町町町町町市町

北 海

田

札
芽中更忠大広幕池

町町町

内
室別類樹尾別

町村村村町

道 公 報

り士

様え音士上鹿新清
町町

も幌

似更幌追得水

町町町町町町

第

石河

室日平門新静三浦

町町町町

蘭高取別冠内

市町町町

号

市
牧

別達別
小

穂伊登苫

町市市

月
二
十 同同同同同同同

九
日

月
６

金

か
日

曜

同同同同同同同同

７
ら

４

同同同同同同同同
６

月月

４

同同

６７

らら

かか

日日

月
４

同同同同同同

成
平同同同

９
ら

か
日

月
４

年
７

ら
か

日

日 月 月

で
ま

日

月月
で

ま
日

ま
日

６
月

でで

まま

日日

月

で

施
実市札江千恵

で
ま

日

域
区村
る幌別歳庭

す町

牛検１２ 北

家の査 海

所を平実実 道

有受成施

畜
告

す 施 伝
者け 示染
にる年のる 第

予対こ３区

病

目 しと月域

検検に

標実実実法

アイ
はる

のす査査よ 施 施施
象区、、。

津対るのは 海
標

阿鶴白音釧根別中 浜標弟

津

寒居糠別路室

市市市市

屈

岸中茶
子

厚

平同同同

の名
当衛成

実
該生

にの月

間長５ 施
期所年

てるか のいめ日

お定７

防

所日ら

的の 、を 号法
当命日市

名

和牛る牛村

昭該ず町

に。の
セ実

法いルび

年つブ及

牛病の

第、ラ施

律て
の、期

所家 方

ル核 ）
ブ結日 号

家伝

町な内法轄畜

と域
畜付保病

家種畜染

るで

法

種の衛防

のけ健予

同

供長行

及に所施

類用生
定

囲る指則

範すが規

び
雄

同同

町村町町市市町町

日
１
月

７

同同同同同同

９

同同同同

町町町町

か

健ま

保日

畜６

期家月

轄

で ） 日

三
一
七

第
病び 条

ラ及 ５
セ病 第

病 の
核ネ 項
結ー １

、ヨ

び道発 定
及海の 規
病北

防 り
ー事予 よ

ヨ知生 に

す昭

のた 次
病堀の 、

ネ

る和

牛

日
所令
場省

び林
及農
時年

で第
家

ら

員９
疫第

防）
畜号

防 と
予め の

で
ま

日
４
月

該の
め也 当

た り
の達 お

方
る

。め
う定
行に
が条



茂知

喜京倶共岩積古余
町町

別安
極和内丹平市

町町町町町町

北 海

セ寿

今島寿黒蘭ニ真留
村

内コ都

金牧都越狩

松

町村町町町町村

道 公 報

万檜

鹿砂森八長函瀬北

町市町町

部山

部原雲館

町町町町

第

飯

古

厚浜松知木上大七

町町町

内

田益前内磯野

村村町町町

号

北石当

平広
成狩別
十島

四
年市市町
三

同同同同同同同同同同

日
１

月
７

同同同同同同 同同同同同同

月
８

ら
か

月
８

ら
か

日
７

月
５

同同

月
７

同同同同同同同同

月
９

ら
か

日
１

月
二平同同

十成

九
日

日
７

月
５

年

金

ら
か

曜

月
９

で
ま

日

で
ま

日

で
ま

日

日

訓置留佐常生

で
ま

日
６

野戸呂

清子辺呂田

小端 女美津斜清
水府蘂間原

富幌別里里

藻満

歌豊東 天幌稚猿浜中枝

琴別

登

別

別塩延内払幸

頓頓

遠
山

由長栗奈滝苫羽初

別

北

江別

仁沼山川前幌

井

町町町町町

川
樽
井

赤小

同同同同同同同

町町町

同

町町村町町町町町
同

１
月

５

同同同同同同同

町町市村町町町

ら
か

日

６

同同同同同同同同

町

月

町町町市町町村

ら
か
日

５

同同同同同同同同

町

同同

村市村

ら
か
日

７
月

月
９

ら
か
日

７
月

５

同

月
９

で
ま

日

月
９

で
ま

日

月
７

で
ま

日

で
ま

日

三
一
八



平門新静三浦様

平
成 取別冠内石河似

十
四
年 町町町町町町町

三

北 海

高

小

厚鵡穂伊登苫室日

市市町

牧

真川別達別蘭

町町町市市

道 公 報

来分

豊虻洞大壮白早追

町町町町

浦田爺滝瞥老

町町村村

第

別

興

湧滝興西雄北網紋

市市市

部

別上部武見走

町町町村町

号

布別

軽滝
瀬湧

遠丸白上

町町村町

月
二 同同同同同同同

十
九
日

金

曜

月
５

同同同同同同同同 同同同同

月
９

ら
か

日
７

月
４

同同同同 同同同同同
月

９
ら

か
日

成
平同同同同同同

月
９

ら
か

日
１

月
５

年

日

で
ま

日
６

で
ま

日

白音釧根別中標

で
ま

日

阿鶴

津

糠別路室海津
標

茶寒居

子

帯釧厚浜標弟 豊本足陸浦

屈

広路岸中 別田頃別寄別幌

広幕池

札

鹿新清芽中更忠大
尾

士上

内

追得水室別類樹

町町

も幌

更幌

り士

え音

同同同同同

町町市市町
月

４

同同

町町町町町町村

ら
か
日

５
同同同同同同同同

市 町町町町町

ら
か
日

７
月

同同同同同同同

町町町

同

町町町町村村村町
同

町町町
同同同同同同同

月
４

同同同同

町

月
９

ら
か
日

で
ま

日

三
一
九

月
９

月
８

で
ま

日

で
ま

日



丹

松寿

乙奥今島黒留積

村町村町

内都

部尻金牧

町町町

北 海

ノ

江千松大鹿砂八江上
町

国

別歳前野部原雲差

市市町町町町町町

道 公 報

成施実市北

平実実
１２

す施 施
目 ３区る

年のるす町広

的の域

月域区村島

日市の名市

第

牛る 北

家の。 海

所 道

有
畜 に

告

者
伝 検検よ

示

に
染 査査る

第

予 、、対
病 はは。

防 所家し
、 号

家伝当
法 轄畜

号

施 施施
実実実

３４

平のす
成対るの
十方 象区
四と域

年な内法
三

４

同同同同同同同

るで

月

同同同同同同

５
ら

か
日

５

月月月

６４４

同同同

５

ららら

かかか

日日日

平

牛村
町

７５

ヨ及当衛成

の名実

ーび該生

施間長４ 施

ネ実期所年

ののにの月

病
発期お定

予てるか の 生日いめ日

の轄５

防所日ら

予に
和 保病牛

昭 畜染該

健
施て
法 生法い

年 衛防つ

が規牛
第 長行、

律 所
指則の

定ヨ 号
病 ５

る和ネ 第

す昭ー ）

日
月家共

二畜進

十の会

九種に

日

囲牛
範る

びす
及場

類出

金

た
。

曜

月

し
だ

月月月

で
ま

日

月
ででで

ままま

日日日

期 た家

め畜

で

健ま

保日
）

年の 条

堀
事
知
道
海
北日

項

び林防 １

及農予 第

時
第め 規

所令た の

場省の
の 定

で
家

を り

防）査 よ

畜号検 に

が条け 次

員９受 、

疫第
う定こ と

行にる の

日

後
生

、

佐

く
除
は
の
も
の
満
未

日

子辺呂

斜清小端訓置留 津

水府蘂間

里里野戸

清

別

藻満

天幌稚豊東女美 遠

也
達

琴別

塩延内富幌 幌別
山

中留増小苫羽初

。めと お

別

川萌毛平前

美

法該ず

方命 当

るを り

深

背加

妹沼幌旭上名和 古三新
牛内
田川川寄寒

町町町町町町

平笠津
十

同同同同同同同同

町町

同同

町町市町村町町町

月月

６６

同同同同同同

町町町町村町

かか

日日

同同同同同同同同

町市 市町市町町

か
日
３

月
６

同同同同同同同

町町町
月
７

同

４
同同同

町市町
川

か
日

月月

７９

らら

か
日
８

月

６

月
７
ら

でで

まま

日日

月
８
ら

で
ま
日

月
５
ら

で
ま
日

で
ま

日

三
二
〇



室日平門新静三

平
成
十 蘭高取別冠内石

四
年
三 市町町町町町町

北 海

別
小

早追厚鵡穂伊登苫

市市市
牧

来分真川別達

町町町町町

道 公 報

瞥老

網紋豊虻洞大壮白

村村町町

走別浦田爺滝

市市町町

第

湧興

白上湧滝興西雄北
町市

別部

滝別上部武見

村町町町町村

号

原布

呂軽
田瀬

常生遠丸

町町町町

月
二
十 同同同同同同同

九
日

月
４

金

か
日

曜

同同同同同同同同

９
ら

月
４

同同同同同同同同 同同同同同同

７
ら

か
日

成
平同同同同同

月
６

年
９

ら
か

日

日 月

で
ま

日
６

月

根別

で
ま

日
６

月

で
ま

日

糠別路室海

阿鶴白音釧 陸浦帯釧厚浜標弟
寒居

足

屈

別幌広路岸中茶
子

頃別寄

忠大広幕池豊本 新清芽中更
類樹尾別田 追得水室別

士札

士上鹿

似更
り

浦様え音

幌内

幌

同

町村町町市市町

も

河

日
１

月
７

同同同同同同 同

町町市町町町町町

か

月
６

同同同同同同同

村町町町町町町町

か
日

村村
同同同同同同同同 同同同同

町町町町町町

同同

町町町町
同同同同

月
４

同同

ら

か
日

で
ま

日
４
月

三
二
一

月
７
ら

月
６
ら

で
ま
日

で
ま

日



飯井

篠
新厚松上大七戸

町町町町町

津
田前磯野

村村

北 海

町広

市札江千恵北石当
市町

村島

幌別歳庭狩別

名市市市市市

道 公 報

馬る１

成実実実

畜所平

家の。

施施

伝有

施 染者
対３のるる

病に年すす
域域 目 防し月区区

予
法、
当日的のの

第

北 ４

海 牛

道 実実に

告 施 施検検よ

示 す査査る

第

区、、

るのはは。

方 域所家

号

で家伝

内法轄畜

号

中標施
実

３

平の

成標対
十津象
四津と
年な
三

同同同同同同同

町町る

月
５

同同同同同同

６
ら

か
日

平

当衛成

該生
にの月

間長５

期所年

お定
７

所日ら

てるか

いめ日

轄

に馬村実

和馬町

昭該市
性び

法い染及

年つ伝名

馬血施

第、貧実施 律て
伝のの

第
性生日 ）の 染発期 号

保病

自畜染

血防 ５
貧予

の生法

配衛防

交健予

然

則

種が規

め長行

た所施

け定

付指

用る和

のす昭

に日

月家

二畜

十平同の

九成種

日類

１囲

月範

７び

年及

金

か
日

曜ら

月 家月

で
ま

日

畜

で

健ま

保日
）

防め １
予た 第期 のの 条

定
め海 規
た北日 の

の 項
を り
査事 よ
検知 に
の道

年

こ と
る の
け 次
受堀 、

場省

、び林

し及農

供時

供で第

は所令

又
す家

９

的疫第

目防）

る畜号
う定

育行に

飼が条

で員

し

日

雨幌深旭士

で
ま

日
４

月

竜川川別

井加 十
奈新滝 北栗由長岩美

江内

津川

沢

市樽沢仁沼唄
見

余小

該ず
命也 当
を り
と達 お

松セ

奥瀬北今黒ニ真共

金狩和

檜

方

いる

て。め

山内コ

尻

八長函江上厚乙

雄法

る

国部

雲館差部

万ノ沢

森

市市

川

山部原

恵鹿砂

部

同同同同

町町市町町市 市

か
日
６
月

６

同同同同 同同同

町市村町町町市

月
５

同同同同同

町町町町町町村町

か
日

月
５

同同同同同同同同

町町町市町町町町

か
日

月
４

同同同同同同同同

ら

同同同

町町町

か
日
５

月
８

月
７
ら

で
ま
日

月
６
ら

で
ま
日

月
５
ら

で
ま
日

で
ま

日

三
二
二



佐常生遠丸白上

平
成 呂田瀬湧

十 呂軽滝

四 間原布別

年
三 町町町町町村町

北 海

子辺

津斜清小端訓置留
町

水府蘂

別里里野戸

清

町町町町町町町

道 公 報

藻満

遠天幌稚豊東女美
町町

琴別

別塩延内富幌

町町町市町村

第

良山

中富占留小苫羽初
町村

野別

川冠萌平前幌

町市村市町町

号

府

淵川深子
威

剣下美音

町町町村

月
二
十 同同同同同同同

九
日

金

曜

同同同同同同同同同同

月月

６７

同同同同同同
８

らら

かか

日日

３１

月
６

同同同同同同同同

成
平同同同

７
ら

か
日

３

８
ら

か
日

６
月

６
年

日 月

で
ま

で日

ま９

日月 月

で
ま

日

三浦様え音士上

で
ま

日

静

も幌

石河似更幌

り士

冠内

小
登苫室日平門新 厚鵡穂伊

牧
別蘭高取別 来分真川別達

壮白早追 雄北網紋豊虻洞大
瞥老

興西
武見走別浦田爺滝

町町町

部

別上部
興

湧滝

同同同同同同

町町町町
月

４

同

市市市町町町町町

か
日

月
４

同同同同同同同同

町町町町町町市

か
日
１

村
同同同同同同同同

町

同同同

町市市市町町村

月
４

同同同同同 同同同同

町町町村

か
日

月
６

ら
で

ま
日

三
二
三

月
８
ら

月
７
ら

で
ま
日

で
ま

日



根別中標実実後実
生

施 施施

室海津対るの 日 標のす

法 の と域満方 津象区未

市町町町な内

北 海

路

子

浜標弟阿鶴白音釧

町町市

屈

中茶寒居糠別

町町町町村

道 公 報

路岸

豊本足陸浦帯釧厚

町市町町

頃別寄別幌広

町町町町

第

田

札
芽中更忠大広幕池

町町町

内
室別類樹尾別

町村村村町

号

鹿新清

平
成
十追得水
四
年
三

を 家種の るでも 町町町

く のけ除 同同同同畜付
び供

７及に
類用。 種の

は

か又

日囲、

１範し

月

同同同同同同同
８供

ら

６

同同同同同同同同同

月

同同同同同同

８
ら

か
日

同同
月
二
十平同同

九成

日

月
４

年

金

か
日

曜

る

月す

６
ら

て
し
育
飼

でで

ま的

日目

で
ま

日
２

月

。
馬
雄
る
い

日月

、
し
だ
た

で
ま

日

施 施馬

三浦様え実競実
き

石河似対のの

りの場

登苫室日平門新静

も象

達別蘭高取別冠内

小

伊
別

洞壮白早追厚鵡穂

牧

２

爺瞥老来分真川

町 施施施

実実実市豊虻

区区村

のるる浦田

すす

はよ

査査に

検検法

アイ

なう法

とゅ方 、、る

は

畜入
家に
る舎

町町町町
類う

種ゅ
のき

同同同同

町町

囲馬
範の
び定

及予

同同同

市市市市町町町

日
１
月

４

同同同同同同 同

村町町町町町町町

か

域域 目

同同同同同同同 平同

町
市
的のの名町町

伝名当衛成

馬村実

染及該生

実間長４ 施

性び期所年

血施にの月

貧
ののお定

日てるか の 発期いめ日

畜染
家伝
轄畜
所家。

生

所施
生法
衛防
健予

保病
定
指則

が規
長行

月
８
ら

防轄７

予所日ら

で
ま
日

期 の家月

た畜

で

健ま

め保日
）

る和
す昭

日

日
所令
場省

び林
及農
時年

三で第

二家

四

が条
員９

疫第
防）

畜号
方
る

。め
う定
行に



施

市由岩留清実
３

平 町見辺の

成 仁水対

十 村沢蘂象

四 と

年 名町市町町な

三 る

北 海

実家実実

のた
鶏の１２

施 有の成き施施

所め平

んすす 者検

ル区区

に査年のサるる

し受月モ域域 目 対を３

的ネのの 、け
当る日ラ市

道 公 報

北

家 海
道畜 アイ

告伝 実競実法

示 施染 施馬検検に

第

のははる

病 の場査査よ

予 対の

防 象き、、。 方号

なう法轄畜

法 とゅ所家

第

３
施施施

実実実市函岩門
沢

のるる館別

すす町見

名市市町

域域 目区区村

的のの

号

る

査査よ

検検に
法

アイ
轄畜

所家
、、。

はは

月 家

二 平同同同畜

十 当衛成の

九 種 該生

日

間長４４６及

期所年類
範

にの月月月び

お定８１

いめ日日日囲

金

所日ららら

てるかかか

曜

感町

家月月月

轄８９７

を症名

鶏と染村実

該こ
つ命及

に

施

てるな実施

いずひび
の きに期

家痢の

、。白

期 モ）

ル。

サる

ん限日

和 家に畜染

昭 る舎家伝

畜入保病

法 種ゅ衛防

年 のき健予

第 及し所施

律 類う生法

びて長行

範いが規

馬定）

囲る指則号

同同

町
市

る和５

す昭第

平

伝名当衛成

馬村実

染及該生
長５７６ 施

性び期所年

血施にの月月月

貧実間

３ ののお定

かか の 発期いめ日日日

所日ららら

生日てるか

病
畜染

家伝

防轄６８

予

行
所施

生法
衛防

健予
保

定
指則

が規
長

る和
す昭

日 ６ 畜

でで

健ままま

保日日日

で ）

防

染予日

感生

ラ発

ネの

海の

症北
堀

痢
白事

な知め

ひ道た

条
。
る
限
に

日

の

び林項

及農１

時年第
に

で第定

所令規

場省
家

次

疫第、

防）り

畜号よ

月月

行にと

が条の

員９

期 の家

た畜

で

健ままま

め保日日日

でで ） 日

日
所令

場省
び林

及農
時年

で第
家

が条
員９
疫第
防）
畜号

法

行に

北

農律 海

林第 道

水 告 注注

産 示

大号 射射

第

、、臣） はは

第

４

防
予也

の
）達

所馬か

弟阿鶴白音釧実馬実

３
路対チの

子のラ施 施パ
とス方 屈象フ

寒居糠別

方該

る当

。めり

う定お

施施
実実市釧厚浜標

２

村

るる路岸中茶

すす町

馬る１
域域
区区

北

家の。 海

所平実 道

有成

畜
告施 伝
者 示染
に年の 第

予対３

病

目

４
方
る
。め
う定

し月

は

の査査 施 施検検

実実
内所全 方 域、、

区のは

ら 号

畜チ次の 家ラ、条 轄パ

うに 健スよ定 保フの規

所の保る 生清によ 衛血

のが が下林知 長皮安通

すと定っ 定射指あ 指注

町町村町町市なの法

た

同同同同畜地
家生
る発

及そ
類び
種及

の域

同同

町町

域
地
囲辺

範周
びの

同同同

町
市
のの名町町

平

名当の成

村実
及該定

月 施
実間る４

び期め年
か

期い日

のお１

施に日

防

の所ら

日て

的 、 号法
当日

にパ

和馬馬

昭該

ス

律てフ

法いチ

年つラ

馬の

第、
パ発

で法轄血

チ予 ）
ラ生 号

る

す保い

育畜用

飼家を
所白

鶏生な

種衛ひ

る健

候指速

鶏が急

種長痢

、

。 るすを

鶏す集

補定凝

びる

及す

時。除

日る解

でで

所定

場予

三 家あ

二 畜る

五

抗
で

が林

員森

疫、

防旨

血
に

急
緊

ら
か

等
査

調
体

家成

轄平

注
清

畜
衛月

期健３

保年

生

で

長ま

所日
）

のた 条
スの ６

フ防 第

日

た北 の
の 項

防 １
予め 第

よ
注知 に

の道 定
め海 規

反

け 次
受堀 、
を り

射事

及に

こ時法

び日応

及る

同所。

と場る

らびよ

れ
飼疫

に防

舎畜

鶏家

一で

う
行法

すが

育員

和

。昭

と
る の

馬
る

す
要

を
射

年 ず
命也 当

を り
と達 お
こ

。

鶏う

る行

該



規 北

地定

２

海

に平 道

よ成

方
告自 作作作

り 示治 業業業

、年 第

施 類間域一３

法 種期地

行般月
競 号令

公平滝争日

北 海

第１

札

平

業業 ） 開成作作作 号 幌

業 発
建年種期地 第
３類間域

に 部月 条 設
長
か日公平由 お

道 公 報

海
北
道 置

告 場保た解い

示 所安目て

第

との覧

除 林的次縦

し図に の号

指はす

て」供

第

２

場保た解い解

置

所安目て除

との覧定

除 林的次縦予
林

て」供安 の し図に保

指はす

号

１

成解

平
平除

成年予
十３定
四月保
年安
三日林

市札
昭 共成川入
和 測
量年に
参 年
す
政 ３月加
令 級
準か者
第 基日る

成要
。 ）平必
号 点らに

な
以
下

町 て ら共成仁 い

年資

、測

の９ 用 次量年 準
る と２月 す
お級

ら 第 公準か 法 り基日 同
共点
） 測
第 量月 条
の

省。

定、る 理

項 実日 ２

公道そ
、

し

れ由略）

さ

を

保地面

の用図

衆路の

の 理

た道
る海

す北

健と

略）在

さ省。所

定、る
の川

水道そ上

、
し

れ由

か地面上

の用図郡

源路
る海

養す北町

んとを川

た道国

月の

二所

十在

九
日

上
郡

川
上

金

町
川

曜

国

め
」 ５定

令 月を
政 ３格

）
。
う で。 い また

と 日

第

終規 がで の 施ま

５
の

条

道 る た海 よ し北 に 了定
あ 量が 測事 知 、知 通 旨
た
っ 法堀

治
部

務
林

産
め水

和。 昭

水有

役
町
川
上
び
及
課
山

図

部の

務次

林。

産林

め

分

び部

及す

課示

山に

治
役る

町限

川に

上

日

道に
海図
北の

次
。

林
有

る
限
に
堀分
部
事す
知示

４
の

項
１

第

びて格申資

掲及め資

に
る済小協い審格

げ経中

の査

資産企業る査審 請

合き申の の 格業業組と

達

要局等

法い

３

律
法也

年

者下は
律 点た資中以て

企 、該で、 格第 小 検当

業 調調あ中当 要

中 ） 等 整達る件小該 号

え
備
に
場

並役こ企

の政約政道道平北

次契

道

令 い締令が税成海

第 ず結第行を
う滞年建 れの

指納３設

２

え
備
に）

場。
にた

にめ契資役

者定資

るに
との なの

要も務格 必る

格成
資平

１
也
）
達。

資

及

に。請申

達に
調度
び年

はが同あの請
時 件長協

て期、

、行組っ時期は

、成

用官法は平

適う合

し公第

な需３設

。格第の３

い適条立年

組４際月

合号に

の協

証掲格か

のに資日

企 特３ 同 び務と業小 第

関例協業 条 組 にに。等

協 １ 法 耗し同等 第 合 消
品、組

求」組 第 昭 の要合同 項

給仕と合 ７ 和 供
書うは に 年 体様い又 号

業 げ 律 がに。協 掲 法 制
備載及組 る 第 整記）

のの もめ名し月部 条条

の 該に競て

第第 当必争い日複 ４４

おサ １２ す要入るに写

にでいー 項項 るな札者

と意関なてビ にに こ同
定り 。をすい引ス 規よ

と続供 す競 得るこきの

入 い名。き給 る争 て指

者停年関 札 るを２に 者

格類件

はる

種 格す要

へ

、。約
写。海

定平複北う北

に

サ）道

海 め成

道 る

設 の３ビ設

建 も年ー建

のの

部 と月ス部

の し
て
すい
をお

複 、日供複

し
種結

の締
務が
役道
る

明げをら

る
す

と
う
よ
類

る９

有企す月

をる有４

と合で

る組者日

す業
きあ土

の及

下も日

。以る曜
日

組成曜

業構日

企がび

合員

さのび合 協
小次 組 ）

れ複中が 業 号

い ３

い機企の 合 第

て写
る要業

のれ 下 に

こ件体ず 以 条

をを組か 規

と等

に該 業 す

証満織に 協 定

合 中

しし関当 組 る

明た
者いるる 」 小

たてすす

止以し 未

でる法と と 企

供 年参 含さ上、 成の は
を れての給 者加 まれそ

る給る 被排 ない供す 、

写 佐さ 。者事複 補除 い
て でなを機 人れ ）で業

こんび はい ない営及 又

の 補者 ことでそ 被る い

給写

。る付 助で と。い

係ー サ 該一にサ 写 当に
契ス ビ 約競るビ ー 契般
札供 供 よ入約の ス に争

告資

達公の 調の給 給 り
る行

すを格

を
務北下

役う以

海に

北約
契

る
め
定

に

三道係

二知る

六

除

」のを

争

堀競
般

事一

を）

う数。

い半く

と過

あこ律き い 業

）占の

。

るとは う 等
和２ 同）

こを昭、 。 協

の 組に

と証
。明

でいこ属 人な

し合年つ

。迅 っと。の あこと品

の海

、な

て速 と

は設」

類建格

種道資

のい

、部

す

也加
参

達に
札

入



１
札調

入アイウ

平 に達北複北複北

成 付を海写海写海

十 すす道機道機道

四 るる建建建

年 事役設白設カ設

三 項務部黒部ラ部

北 海

北

次

７

海

の平 道

と成

資資

告 資格

お 示 格格を

り年 第

１のす一３

は有

のる般月
競 号 喪者

にが争日

道 公 報

６

再成格資資に

ウ作資約
る 申格 企申しの格係

再

効有一 請の 業請た有の

合し請期効般 有 組を申

期 方 又よ書間期競 効 の
はう類及間争

第

５
格次行格

アイ資をアイ
小有

審 提提のう資中を

とを企す 査 出出いこ格

のれが有業る の 先先ず
申 名
所かです等者 再 の
在にきる協で

号

請
９格請

前申資申

午た

らのを の か査類

時審書

後請出

方 午申提

月 のの）のーの

二 名複複）複

十 称写写写

九 及サ１サ２サ

日

数ビビビ

びー台ー台ー

供供供

ののの
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２３４
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台
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縦
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道
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等

間間 にに のの と号号 区

の

、 の間おお

北

道そ日 海

路のか平 道

法関ら成 告

係２ 示

昭図週年 第

和面間３

は、月

号号
に

路道区北先番

１２３

に
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の
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道そ日 海
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谷所村

市 郡所字 郡国字

用猿有豊林猿国上林大
宗

払林里班払有猿班字

宗な村林払ら 村

宗小谷 谷小字 開字

字

豊林森班上林谷班村
先東

里班林地猿班森地
ま浦 始宗ね管先払は林

律海の

谷小理ま宗小管

建覧

第道縦

林

設に

第 小道す ） ロ部供 号 班
班路る
整。

で及 ２ ま課 第 先備 条 地
板

供中署字

規北 のび 項

有

用中区国

郡業谷

川事
川

板き川 開字班上

町林林

有地森 始国班部

谷小北

日

後前前

らで
かま

先

の前前

変後
間

らで
かま

敷
前別
更

地
の

谷

森班署で谷班理で宗

先浜森 の林地浜森地署

か別管か頓林

管先頓林

理 区
署ら事理ら別管

理

浜谷業署

浜宗業署宗事

別郡国頓郡所浜

頓谷所

同同

間事猿有別猿国頓

用成
供平

北 り内 よ稚 に道 定海

開

業知 の現道 次木海 、土
え 供備堀 のに 路所事 道

上か管

林先林

い を置 用

部川事

北中署

川ら理 の
林中区

森郡業 区
管川

間理町

用成
供平

でらで

かまかまかま

開

らでら 員らでらで

かまかま 幅
延

等
道
国

長

始
の
期

更２

日

北

道しそ週 海

、の間平 道

同関、成

路
告法
条係一 示

第図般年 第

和２面の３

昭

す、 始て達 開

項は縦月

の
。示 る告也

北

道そ日路道 海

路のか平道 道

法関ら成 告

北 係２ 示

昭図週年線 第

和面間３

見
白 は、月

始
の
期

縦北

間
区
複
重
の
と

同

日

川

覧旭
道
海

の、覧 号年

す

律定海供

法規北に日

糠よ建る

第に道

郡り設。
路 第

糠路道 ） 白道部 号

町の

上供整
及 １

路を課 第

茶用備 条

東開

糠 年、一 号

縦

律海の

法北般日名線

建覧供白

第道
設に糠

第用 道す白 ）部供郡 号
路る糠

整。町

及路 ２課茶 第開 備上 条

業字小

事村チ

別谷班

項

ま

林宗先

４浦地

所東班

小林
ろ森で

班谷

三
三
一

始び 項

所所
業

現

場木
土

るの 規

線す次 の

２
地場 よ

８覧 に

番。縦 定

道 道

まに海 、

先所北 り

い 区

置事 の

え知 路

で備

２ の始 び東

、 を

て堀 域

定海線 規北
道

北地 り路１ よ釧番 の に
現道か 次木海先 区 、土

路所事間白 道業知ら の

班管

え供平 供備堀 のに

稚別
ら頓
か浜
先署

地理
宗林

字４
大所

市業
内事

り

日 お

の達 と

示 の

告 次 を置用成 用

変ら
か也

い開 開
始て達始

、の

告也期 す
。示日 る



た平幌幌

都し都札札

定

都都

計都成圏圏

市

市 画市
画３計計

法計年市市
地地 計 昭の月画画

和図
書日区区

北 海

北北
海 平２中

道

海

成平幌 道の

告 成向 告道

示 栗 年 示路

第 北年沢 第

路 海３線
の

線 道月」

号 に 告 号名

示日改

道 公 報

地寄

路道区広１茂

２３

尾 路

郡 線の先
広１

尾 名域ら番

広 区か

豊郡先

字尾
地 町

第

更の１ 北

道しそ日 海

、のか平道 道

同関ら成路

路
告

の

法
条係２ 示

第図週年種 第

和２面間３類

昭
項は、月

の、一 号年
規北般日道

号

平
成
十
四
年
三

し
法写画画画

年の計計

律
北川珠

第を新丘

の 海新藤

第種 建似川 ）
道琴木 号
設地西

部区団

計 ２
市類） 第

都）地 条

る
区 第め

、
域
。
び

号及

域の

区所

の場

路覧

道縦

ま 茂

幌 ）

中 更
変、

の項

広尾で 寄 似広

尾町

更の前後

変後

線間番字

前別
敷
地

第に道縦

律定海の道

法
よ建覧

り設に
る 第

路道す ）道部供 号
の路
供整。

項
開及 １

を課 第
用備 条

す北 の
始び

月
二
十
九
日

金

曜

町 に 規
課市札札 の

画 項

市 よ
え北 に村 備幌幌 定

て知 、
い道 り
置海名市

縦 げ
の堀 掲
般 に
一事 次

沢 部

栗 一

内 の

に 市
覧 る

よ道事 の海の 次北線 を
に事中 う知項

栗 る内 す幌 正堀中 改

の
員らでらで

かまかま 幅
延

に
。道 定

る海 規

国重
長

道

木海 、

土北 り

広 よ

帯
に 区

所事 の

業知 路

現道

い の

置 次

え を

備堀 域

日

後

決。
る也 が
す 村
供達 町

事施設変

１２３４５６
認 合更 業 成業立

平組事
所行 施

３所地年 行 年のの可の

線
達沢 。

月在月 期 名内

画

を
也」

北

土整 海

理

釧北北白

道

組
地 路見見糠

告

合
区 圏都都都

示

の
画 都市市市

第

計画画画定
整 市計計計

理

と区
等複
道

画道公道款

路路

都札札函釧釧

の間

成圏圏圏圏圏

平幌幌館

都都都都都 市

計計計計

年市市市市市

達 と

月画画画画画

３計

規に

変示
告也 り

、 お

て
北

都定備 海

にえ

札富

道

よ置

市 幌良

告

りい

計 圏野

示

、て

画 都都

第

計計次一

法 市市

らで
かま

画画に般

称地間区日容

戸成員

新樺平樺平役

日

数

津郡９郡９定

十戸成
十３十３の

川新年新年
更

文津月津月変

町

川 京川

中

地字か字

土町日町日

法

区中ら

の 号 公路園路

を
和更

昭 園変
。
第た

律し
法可

年認

公火緑道道 計

第
）
号 種

の
画

場

日園葬地路路

昭
掲の 号

地地げ縦

和 緑土

法 全画市に

年 保区る覧

第 区理村す

律 地整町供

事がる

業変。
た 第

し ）
更 号

都

成及

画央平央

市 条

整

び 理番
月

合７３生

組地年弥

北
堀

事
知で

道ま

海日

糠の
項

釧北北白１
第

条
に

市市市町定
規

路見見

札函釧釧

類

の
次

、
り

よ

北村別幌館路路 町
市江

事
知
道

海名市市市市町

富図 に
の 項

画 ２
計 第

堀

写 て 野 幌の い 良書 お

札

海 る
北 す

を 用

市市し 準
設 第

建 法
道 同

三
三
二

也
達

区
地

土
り

お
と

也
達

部
の課

画 項
計 ２

市 第
都 条



都種事事
アイ

平 市類業収使

成 用用 計及の

十 のの 画び施業

四

部部

事名行

年 業称期

三 の間地分分

北 海

１２

収使

施都種事事施

アイ
用用 計及の

行行 市類業

のの のの 画び施業 者者

業称期 名名 部部

事名行

称の間地分分称

道 公 報

業 北

都の

６７

海

事平 道

業成

市 変変

告 更計 更

計 示画 認

画年 第

年を３

法 の可
内昭 月認月
可 号和 容日

し日

第

事施設

整
画１２３４５

合業 組成務立

理平組事
所行認 施 合

３所地年 行 の年のの可

間区日

業月在月 期 名 事

称地 計
画日

号

北

土

７

道
海

地 変

告区 更

示画 認

第

理 年

整 可

法 月

号 日

月
二
十 苫平苫な

九 小成小し

日 牧 牧

ノ

市月沼

都３字

圏年市

計

金

公か地

画日端

曜

旭平旭な苫
事平

園ら先

市牧

川川成川し小

旭
市圏

計月別

市３丹

都年江市

町 画

び

事ら及

園か山

公日嵐

業平

律 業成

法 事平。
年た

第 施
行年
期３

）

間月号

及
び日第

資

平釧平

の

画１

計第

金条

４

更路路成路成

変釧釧
東釧年釧年

を町郡４郡
月町月

可陽路９路９

認

字８

し土町

た地字
画保か保

。区別日別日

成南

理野平野

整原ら原

平

和
昭

組南

年 成

法

月

第 ３

律 年

第
）

日号
条

日 業成

２月

・３

２年

・

日
ま

川

成上

北
端
ノ
沼

で 号

７

町

・月栖

６３鷹

・年郡

１
山線

嵐で９

ま文

号日近

変の

の項

地
号

園４

公西

、

道 り

海 よ

北 に
定

更規
都

り
お

堀 と
の

事 次

知

合

３、

線年線

番月南

北地

び

知で及

道ま東

海日線
南

事
堀

に
定

規
の

項
１

第

各
の
線

公
号
８ お

と
の

次
、
り

よ

３
園

市類業収

施都種事事
ア

画び施業 者用 計及の

行

２

先

事名行 のの

業収使

施都種事事
アイ

業 者用用 計及の

行市類

市

事名行 ののの 画び施

１
也

部

達一

事

也 画
計

達

業収使

施都種事事
アイ

業 者用用 計及の

行市類

り

事名行 ののの 画び施

業
区

地
土

北

都の 海

事平 道

業成

市
告計
計 示画
画年 第

の３

法

間地分

業称期 名部

変月

別広和更

幕帯昭変

称の

な 町圏
計月

市１

都年し

画

業称期 名部部

水か

下日

砂平変変

称の間地分分

都９なな

川川成更更

砂
画月

計７

市年しし

市
及

弥町幾目町唐

滝か

び日

に生、春、、松

成地

春山

年、桃弥別幾幾青

島別別町

北三山生中春

、木町町山、

海笠町並

告唐弥町、４手唐

道市

、緑

示松生、幾丁町松

期 名部部
第春町弥春目

変昭

称の間地分分

業称

な
和 笠笠和更

三三昭

市都

海 画月

北 計２

年 市年し
道 下

昭

示 道か

告 水日

更 号和
を日

。
第た

律し
法可

年認
第

）
号

業成

事平

道ら

条

公月

別３

幕年

共

三 下日

三 水ま

三

市成

都平

川ら

道で

計
業月

事３

画年

幾町

水
川

狩
石で

ま

１日

光１生別、

町丁桜町幾春、
松 、
、目木１春別唐 号

滝町１ 平
弥、町丁別錦

奔、見１丁 成
生弥、目

藤生
枝２別幾町丁目
お 北
町丁新春、目に 年

春幾い 海
、目町別幾、

奔２別春て 道
弥、、町

双生別丁川別事 告
生弥

地 第
葉３町目向錦業 示

平

第 事ら

町丁、、町町

業

成

号 三

北共月成

公３平

笠年、
７ 海下

で海

知道ま北

道水日年

規
の

項
１

第

示

堀告
道

事

系

お
と

の
次

、
り

よ
に

定

地
緑

川
砂

、目幾幾、２を

弥、春春幾丁変
す の
生弥別別春目更 号

栗加る 事
橘生千町別を

園町丁丘え。

町花住３

第

、、

業、

達

事
画

計
市

都
り

平

也、
号



１
共事の

成公工事工

平

事
完 ３水内域の 年下の区

の及は了 月道容又

日名び区の

北 海

水 北

過道

３

海

疎の 道

地工 告

域事

公工事工

示

活を

事 共事の

第

水内域性次 の 下の区
完 道容又化の
特と 了号

名び区別お の

の及は

道 公 報

２

事事 共事の

工公工事工

完完 水内域 のの 下の区

のの

の及は 了了 道容又

名び区

第

水１

工成公工事

疎の平

過道

共事の

地
域事
３水内域

活の年下の区
及は

化部月道容又

性一

の 特を
別次日名び区

号

道
海

北

イ

告

平示 使
成第 用
十の 四

部 年号
三

湧成

上幹平

称工間日

分

線 別
渠３

町年 管
き 特
ょ 定月

環紋中２地

湧 別地 境の日

別 郡先 保
上、 全地

法了
置完

称工間日措り

礼幹平し
成。

線 文成平た

管 町
渠 特年２

ょ
き

年 定

律

礼 環先月法

文 境ま
郡 保で日第

礼 全

幹平

日称工間日

文 公号

成寿線成

平留
都管
渠年 き 年村
ょ １特

月定虻先ま月

環田で 及

全寿
留 保留

び 日境郡日

法お
置と

措の称工間

寿

り厚幹
渠

成了村管

平完田線
き ２し特
ょ

地

法。環厚先１

年た定

か

第保郡厚先

律境田、

全厚田

号公田村ら

月
二
十変

九更

日

し
な

金

曜

北 公先 湧

三 水
町地村 下

別番兵 共
海

北６区 北道
字の

兵地

道

区北 事地 １、 知番 村先
兵地
先 村 堀

共）

の中 区 地び 三 番及

香 下第

町
深 水

１

イ第

ナ２

ンの

ト 道条
項

よ か

に 先

定 地

規 １

の －

共村
都 公都
下字
道寿地

水留番
都
地

先川
地泉
４ら
地か
番先

か
ら番

）共村

第下大
水字番 番
１
先 の北田地 地 条道厚３
ま か ２海村先
ら 第道

で １知番 項事

定地 先 規堀７ 地 の番 ２

よ及 ら に先 か

日

達４湧

地別 番

也先地

る ら

、の番

公
共

指指道

の
般１２３

地下

覧成
縦平

定路 に

地

る月年の す３
供年定

を

地先
地地
番６

北

建指そ 海

定の 道

し関

築
告

た係

基 工

示

。図

事準
第

面 の法

完は

び る達

公番

共也１

３

下地番

の区

事共事の

工公工事

２

道容又 完水内域 の下

域

下の区

共事の

公工事

４番の２４

道容又

水内

河の

番東うの８う１番

郡ちうのちの
ちう

の音、ちう、うの

、番、ち

う更１、ち４
４、

ち町番４
番４ 南

番 。

河

号日置

日月位

建平河
郡３郡

指成東番東

第
年音の音

３更う更

字、字

号月町ち町

昭

、 了号

北 の

和

終平設

律建

法道

年 日海

末成部

第

建 処

導 第

場１指 ）

理年築 号

月

課 天サ

の

の及は 了

塩ロ日、 条

平豊幹

日称工間

名び区

町線 末成富

終
処

渠

理年特管
き 場３定
ょ

か１

月環
境天 紋

ら地

び区

の及は

番 塩 別日保

管 町線 別
湧幹

称工間

名
渠
特
き 定
ょ

の番４

別 保地

境紋２

環

番

鈴の５番

蘭うの９う

南ちう、ちの
４ちう

３、ち４、うの

番、ち

丁４、番

目番４

４、 １１番の

番

番の６うの番４

うのちう

のちう、ちの
４ちう

う、ち４、うの

番、ち

ち４、番

、番４

４、

下

１３番の

日下

５

北の北

更５更

音番音

北西、西

線ち線

４う

海

のの

知１１１

道番番番
、

堀ちちち

ううう

事の

豊ツ海 １

郡ベ北 第

、、

道 項 富

十 第 町

庁 の

上地支 号

字番勝 ４

ベ先び 定

ロ地及 規

サ６

更 よ

ツ音 に

町 り

先
地備 次

番に 、

郡 郡全

か 地 豊 湧公

番ら

先 町 町下地上 地 富 別共

サ 字 字水

町先ベ で 上 曙道地ロ ま
まツ 、 サ
上 ロで ベ 番サ及

のベび番 ツ 地ロ
上地 ３ツサ
ロ地 番 地

水
町 下

別 共
湧 公

郡 全先
町

曙 道
字

三番

三地

四

、
先

地

番

番の７うの番４

うのちう

、ちう、ちの
４ちう

１、ち４、うの

番、ち

番４、番

番４

、

う

のの

達２１６

番番番 と

２え の

、、

ちち

也う 、 道

及て り

先い お

地置

上路一

び

ベ先 地 先

で 地地ツま ６番
先

町
曙

ら先地
地番 か

の
地

番



平
成
十
四
年
三

北 海

納項会

収事式

２の株
行

融の
金下み

理以
代を社

関お
機とず

道 公 報

の 北

平よ

６

海

成う平 道

に成

申

告 請

年改 示 者

北正年 第

住海し３

の
所道、月

告平 号 及
び示成日

第

地の 敷
の路

路
道道

４５
延 の

号

月
二
十
九
日

金

曜

富る
中め銀

項改
のりほ

本
日

び
及東

行
銀

士。行

業
興京

氏第
年 名

４

河音１
号月

道ら

郡町海か

東更北日

町ら指行

更ずの施

音す

融。

鈴台金る

南ん定す

員長
幅

蘭土

１２河１番河

番番東番１東８ ３３郡３の郡

更１ち更

のの音、う音

うう
ちち町番、町

鈴、番蘭

、、南４２鈴

１３
番番蘭１２公

６郡

番１番東

４番７河

の
番町

うち７更

のう、音

４番、鈴

、７７南

ち、
番２７蘭

日

店谷店

店通上店支渋支

店支品、支、

、支野、

、阪

郷、店川大店大

本

五店山渋支

支浅、支森

、

、支反、王谷店

店草

森店央大

本店田大支中

宿

事
の

行都

銀

、

郷、支

舟店支

項道並央支小支

店、町、店

を内び支店

所本、日支新、

削にに

宿

、在店丸本店橋新

り

虎店中

株す、の橋、支

中店ノ、央

式る東内支

舗中央、門新支

会店京

画及

３区関

南地機

第
社

納海

６理収北

目整び

丁

金事

理知

地合代道

番組

の

高）
関

長機堀

事融

理
田

４１南番の園

丁のち番

のの５５う４

うう
ちち目う、２

番、番う

、、１ち２の

２３
番番１１３ち

１２の番

うち、

のう６

ち、１

南
番２の

２番７

、１番

の番
う目

４ちの丁

、う８４

７ち１

番、

う

ちのの

う３１

の番番

７１

番、、

４ちち

、う

都は
事１

４４２

、番番

計完成発る

市、平開れ
区地 画了
た３又の

法し年域域

銀
業
勧同

一

。月は名

北
海 富

道 良

渡 野

島 信

支 用

庁 指金

告

次

三を也

良部
一達

定庫

川

出信和旭同同同

２張用

り」庫６用

売所金年信

ば１庫

さを月金

富富

き株昭日北富上上

うち

２のう

人式和星良

定

、
ち、２

うち、

の

北

昭） 海

の平

株

道

一成

和 式

告 会

部 示年 社

を年 第

次３

北

み海

ず

７う

番、の

の月

納
収
２

、
７５、

、番ち

工称

昭 融
金
理
代

和

日区

第
律ま

法含

年に
亀

大 第

郡 ）

田 号

野
町 条

示 金

第 融

５ 機

号 関昭支

派和
出
所
」

庁

支野良良

富同同同

の会

店支野野

同店支町

項社
札
株幌店

改

幌に

札同

社
会行

式銀
旭る

行和め

銀昭
川。

道 ほよ 号告 コ

示う日 ー

に ポ第 レ改

ー正 ト

号す 銀る 行
機

京証
入

収
道 東海

北。

事
の

行
銀
和
大

中
項
の
関

田 の

代 項

千 １

字 第

の
項

規

北
海

定

島 よ４ 渡 に番 道

三 支 る

三 庁 次

五

行

泉 発
開

長 の

告

金
用
信
野

良

示

良良定

富富指

本上上

庫

関

店機

店支町融

野野金

信

派

昭用
庫

和金
北
同星

北支

事同の

知宮を

道」

海店

元
の

紙

店信

堀支川
沢旭

び業ば 道並営さ
り

売 都
店及

所本人

にに部き

内
店大り

るび売

す及び

在

阪店屋項
事
の
下

以
に
次

店え

央堂支加

中、橋を

梅及
、店。

店支る

支島

雄 る
す

睦 関
に

川 為

田び

」用

。
る

削
を

」
所

出

工

店
達支、庫

似に金

琴

ば

舗阪さ

野川昭

也西旭

支淀

指
の

同人
き



補団

アイウエオカキク

算助助体

経会予出決補

の関諸事事の

理計算納

程理流係表業業支

規処
等上用帳等やは部

北 海

２

間なで監監、

理のりて
体

委におあ査査次団

を

、事に

託実、るのはの

査眼平項関

し施監。主

重る

いた実成にす

てし
。施

道 公 報

査を

監監監助
援

１１
第

概施、え

の実は与

査査
、補る

体がい

要団道て

第

の 監

地結

３

査

果平 公

を成

方 開

表自 発

次 第治 許

の年 ２

と３

法 可

号

月お月

第 年
日り

及公日 条

号

発及
開所

２
平許び
成可氏
十を名
四受

年け

三

他

がの、簿は受、や

た

業助の

整管更、法託補

金等務要団

備理正預令

制続通にに綱体

さ体手

行

、は及帳準係やが

れ

収付う

経実び等拠る交

記て支条事

理効未のし

る金帳作の件業

規あ払

適

等も等、成会にが

程

経っ切

にのの証さ計従

る

従と取拠れ

体体度をの

団団年点も

けて

の名おい

等のに置

監道施

ち、る実

う称
査のし

的 に

実政。 体

の財た 団

監助団

期助 い

時援 つ

施

本

施交資

実、、

査金体
負の

及、等

期金金

時付
的、の

政金分

財担４

び

７ び表 第

助付以

援貸１

番す 道

。 の 号る 項

監

に

平定
規

査よ

成
年り

委
た

月っ

２行

員

日平

月者

二の

十住

九
日

乃惠

市信美

館
函谷谷

金

町
木子

曜

っな扱書て理てに

番
１

施施

たっい類いは実実

か切ささ

会てはのる適

切備。かれれ

計い適整

い

理かか、。てて

処る

か

な存るる

が。。保い

か

て切

れ適。。

さはか

びに 、

及等 て

か
る。

い

政る 成

財係 平

的出

か

等の 月

助そ ５

援納 年

務 成

目事 平

種の ら

の他

は
、の

出

の、を

等金上

別執 年

海目失資

北北北北種損
て

道道道道補し

海海海
査査査、い

監監監監償

員子団

委委委委利る

査
岡谷前給及
補体

員員員

他の

崎本田の公
そび

山

成 公 渡
建年

表

係

第に

指度
財

－る
体

団
助

援
的

号政

日

－

。

号

討

お指違又指違検

なの
著事又事

、摘法は導法

査項はし項は項

監事又

紙行

そ

でおい

とつ ま

のに 月
団校式合 会

社学社株組

法合 法法会 祉連の計 福

慶榮の施
人人人社会他

修藏一政の
財設

正

法 査
総監団

区財 １

的管 査
監

の
等

果

人 結分

括の

３２
第

監監査査

アイウ監監監
結

団補社の査査資の

査

、、果

体助会実はは料

に事経施、 関

務業に

事事局
部

ケコ

果当妥当

結不く不

事内

を項

次事性事

はな当な

おうくう

との欠の

の項
誤指

区、の、

りちもち

指程項

、の事

しり摘

分

、実団数

施体

指等体 摘
指

摘団数 事
、指等数

項

摘件

及内

項

摘数 事

指件 導
指

計

業済方監道出

事 検指 び

財関

す等情法査の納

対
財係の施政係

るに勢実

動体援簿

務る変団的帳
等預

導績にす助、

指実
適どうてに金

がな伴べ

助つる帳

切を補に係通
納び

行切制い出及

に適

が、る

業容す
わに度て

、執
的の

済業の

経事も

つつ
かに
的法

率方
効行

事がで

摘度ま

効て
有い

ら

つなた

に大い

項重に

著も

は、い

てのな

いも

明害

を損

名い

体しの

団
記を

業 討

入

項収

事

出 た

支 し導 と

約

の契

も

産 表

財 次件 は

理

と経

の

実の入

れ把等、そ収

お

支

いし見地他・

て握の
いし査事出

るて直監の
よの係

。るをに務関

か

実行類

。切り執書

か適

よ

っしつに

行施に等

に
る、実

い。てり

てたい

さべ
行す

執し
に直
的見

いは
て点

れき

三るな

三かい

六

い

。て

たじ

し生

。
。か

も
る

局 で訳

部 り数 か提施

。討数

る検件

あ

た
め

求。
をた

。出し



クア

平 しもま営収

成 て、平た改入軽

十 委委成、善に費

四 含に関老 嘱託

年 しの年み向す人

三 業あ度損けるホ

北 海

努団

べ負少に

エオカキ

係いめ体

他き宿担関な

研を業こる業

団で泊金

等る修徴者とべ務

体あ
にがにしをかきに

道 公 報

団も

額ってしい

アイウ

るい体の

道にた道いて

りらにるのが

に誤。か

部っ

すが受もも支あ

対
るあ託かの

第

３

と独の指監
に業

時な学立人導査事

に項おの

間っ校し数事

い人生加い執

保て法た

是に

にた旭計えて行

育
係。川をた

号

２
事に海

政摘査北

財指監
て生

のい厚

助項お道

援
局是農

部

月 務り決やてもー

二 に方算未早のム

十 従をに収急の

九 事検お金に入

日

て増後者

さ討いも今居

方ら

てる、加のか

せす
る要債て向徴

い必負し

金

増るをす

ががのい性収

、あ

曜

などり利

経る加な取る

間、おな対らもつ
費も

がて

接十いい象、のい

し業あ、

補分てでと事

開研てのっ市

助な、、

し認催修道実た役

と確

方内

てを要に内施。所

です地法に

交行領要各

体

してはる区な団

付っ

費実にの

たい参経でど

成い者を施つ出

助な加

あ対。

補るしかがにた

金のいらっし

助もてわ
公、。交

のやるずたて

施算し

績補の決付

実、

のに助

告事設時た

報助

理額金

にの管多成

書業

営振に

い費運の等

お経

又す

る龍営こ正関
てと

算学者にはる

加谷むと
みり善の

額園とよ改も

さ補要

算対な、を

のに
、金る

をるれ助す

定す

事

誤私

っ立世

と

た高帯万項

こ等の

し と学人

組

正は同

是又協

で正業
要合

改を連

は善合

又改

策事対

方るに

のす会

善
検し院

をとる

等項す

日

に極と料

ののど、ま用

るに

支あよめめ金

収が
経た多厳必つ

・っりて
のいがて

理。額し要い

字況る収

況赤状あ、

状

計あの等

明がにも入

を

さこあ関

か上るがに

ら

全しい張
すれとっす

に

にのら額てて所

金もか

る直設

おが負団い見を

っ金が相しけ

いあ担体

行市

、たを負談を、

て

すし業い役

実。徴担事
お効職

出るてに、所

支

を

をとるい率員

額こい
しの、な団

確にもて的

業替お

してが相事体

認

にをて

報て務えい

、し

いい使

し関お行、

告は

、当の

補がて、途

た連

託支認

対な受該確

助少

業に十

経と事出を

象い

と己に

のわ費自分

費思

て

行るし財行

執れ

導 が よ授に指 円 に校数

た 大 、料めし 過 り業含

の 領 助減いも 受 補軽な
業とは と 金事こ
な にと、

て 係さ次 万っ

るれの い 補てと た

内
が金るり 。 円助いお

し所

る摘育

す指保

討て

あの事

がも営

要た運

必

る

認次係

と、に

るは業
り金

れお助

らと補

めの

おら。証

るてかたる

る

エ

に、経書

めり、明

た

福あ電書

でたが積

イウ

徴

宅な利っ算を

住は。

いあ談業の
管く施た処

数執員

精るっ者の職

て
す、。が行と

算がた

駐の

機やっ契も

キクア

。に車や

軽を職効た約

用の的関場、

易使員率

の支をて

内もて源っ

な

あし当な

やが出充い

容

。

っきも月た

エオカ

金

が員、

留た郵での職に

生切るあの当

学。便あ

世る

大おをあ

過に者で

、

領て帯。

受い

イ費

現支与旅旅

アイウ

修規ベに

金出社に研費

保る会程ンつ

をに会係

るい

のあお

もでに
金関

決あ施

類をが
イ

、
。て

し

認したの

確定っ設

を

委まの業契

理、設。理

契、理のし

託た管務約

に定営託い

約予運委て

い格務約が

お価業契る

、決委お適

てののに、

約や契てな

契定託い切

時なすの委
方価約、事

業

料る間事る管託

資す

処の運務

作こ外務も理
確

にな務理営の

成と勤
につ行務認

つどにを業

こ委務

てよいうの事

い

適

業、、と託を

、りて
済間ど約切

者経年な契

っ自該

印的のににに

に

員

交等、た家職

に手が

しつ度車の

付に年。用

助てに借勤

たい末の通

金在入げ当

成、購上手

つ数たお交

に庫しにを

てやとて機

い量こい通

社のにトい
、使な、関

る料会講よ講て

庫す険

的

保もに保師り師目

に

算対や

管のつ険等積に

てを対さす内

のい料に

講を

、、翌すれる容

上

で旅旅師明

１給月るた

し

月支は費費料記

か与

つにつて

分給なに額に

まの当い上いい

を日く

、るし

上い出

のて。貸
現

すがう

定の伴

決もに

。入

とた収

こっ金

るあ
て、い

ったつ

なまに

に

ののお急計

法格に緊業

定場て発を

決市いに画

参査委す定

や調、注策

業ど料必競

加な託るし

三 者もの要争

三 の行積が入

七

考て根るを

選っ算あ札

どながしう

ない拠と行

間りいっ

刷な時よお行
、い

注行数、てて

発執
て可非の契な

しががそ
に減書も

い能常縮約い
内な

がも多にのの

るな
団がこめ容ど

、のい努
か必実あ

体あとるがが
とた

設たら要態っ

にっ

用

そ用どそ利

置。、が

場

使込よ日の

の見にの
の

なを翌が合

途みり数
額

を切度務金

ど適年勤
支

分把多数で

十にに日
し

確しの２給

に握額の
い

で計越のて

認て繰分

翌月て乗てな
き画し１

そも

め月に、せ、い

と

払人てのの

てに支本し

ど

入払っが支額な

収支

担し事が

にうて負出を

上とるすて前あ

計こい

る決た

しにもべいにっ

っが所も定。

てなのき
税がて

るてあ得のし

い
て

のるたのあい

もいっ

金の

が料そ

る用、

い利
な徴収

分未度

十の都

、

て

をがし

認額と

確収入

なす

なと上

わ額計

行多

も明１と

のい不てこ

い

がなかよ

続の確者に

手
っの見、

適あもらり

が

て務る違

し事あ相。
切

がい

る見のて

いのもし

的がをる

写しある

複直

購じえの

いに生超も

な

すいいあ

の入ててが

も

。源っな

あべるるっ

が

徴。も

あ、泉たい

がが

。の分や

た月収の

っ当 で

まてき

まっべ

給を、 のが

料もる

用るあ

利い

、

金
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金際の待理手適体
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路現た管
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工理つ用が理

第

設た

約も較し建っ

カキ
い路機。

金のパ検て道

あコしる改械

額がソ討

舗運

多っン有も良の

も
額たの利の

号

オ

平経で
成済あワ
十的るー
四なにプ
年執もロ
三

予たに不え事し

行かや

い

団算。お自な業て

社

でも占る

法のい然いに

等正、あのめ公

人補て

あ人施

の又収りがるの

流差当っ件設

予は支、

の管

に用額該た費の

算

ゼ度ま執理

つのが年。

お

て続ロのた行に

い手

行つな経
、をと収、額

サ配っい在理

支支ンの

のうー付てて庫等

払払

理関

際まト先い、管に

い額をす

、でチにな多

ッいもの行る

翌現ケつ

にでトての切っも

月金

をい

支保に記が手ての

い管っ購な

払管つ録あ

も

所てて理た入い

うし

許、にの
得い、し。し

にをて可書お突

事費い
受にてを

お補を面い合
金っ

てすけよ、行

い正
工こい道銭て

、るてる
建許納な

期とるの出い

な物可帳い

がに

管得のど

月っのをへな

装搬

日い理て記、

１て

入契あ工に

で。購なが
たにか

る等約っ事か

あ

経

もお行。おる

ににを

が

かてもて費

かいうい
上

ら会と土計

わ、の、
れ

、規定にさ

ず計規工

書程し

面でてトて

月がかパ

二可わソ

十能らコ

九なずン

日

賃

が約の

の契ど

も、な

っ等貸

あ書

金

。契契

たで借

曜

支一がい

た内に

ま約約

度わっを部把て

年行な

事で予

開ずて正の握、

予るに業き算

始にい確

い及

に算が反にな書

前

団しいもび

予額、映つ

支

を超体たての収

算を

支科あ計

決えの収大が

し支業計目っ算

定て事

み。の

な出内算のた書

税る金たての

いし容書

に式るあ

やも券正いが
もた

会が準なにっ

社の
険った類か。

保あじ書

な。理作わ

料た管がか

れ、

も必さず

どが成ら

口あい便

金でて郵

預要

かるにい帳適
座るな切

いい漏な

らがおなが切
て理

月こてもれ管

３、
の、の

自ある行

日補独がいを
のて

でが財っもっ

ま正
冬わで。やい

の行源た

間て房金い

期れ冷、な

まな置出の

にい装銭も

よ２る級ら

にはいンお

内以、ル、

る者がブず

決の者ー少

部上１ド過

を者みを算

定業のザ積

わらら用な

行かか使と

に積積てて

ず見見しっ

約ををるる

契書書いい

日

、

約明て

契をい

、容お
て期

がし借

額に賃

金確
かい長

でなが

額い間

多

り

理があ

処ので

つも期

処載

まてやをで記

内あ

執る政成理が

まい財作

も積

ウエ

行も規しし十

的が公かの算

はをのも

の当確あのかが内

公相

い手

施額にっ施わあ訳

引発ど理

ら、な管

かが

き券、簿
況善

て処道重状改

アイ
しののを

い理の団複公

局にて施確図

るす部体

ど帳あ

たいな納が
がべ

設残た

るのをのっ

がも
会預口べ

クケコ
。

場が

体

票福団金座団き団

伝

のあの

を祉体口を体で

し徴徴がも

作法の座開

いて契当が

てしし、の
を計

オカキ

る比約該あ

る資会学作処社

い定な

福

団も産計校成理会

財

容っ、
法のの処法しを

収
エ

雑契

複。た

もたま

くの況

な体状

で団支

分

こ精

設の把た設らるを

管、と査

の資握。のず

理が、理決かし

管金し

時、善

委滞必を算ら改

し額託に多す

託留要委

のき

係てをし多額べ

に

月いの振も

るい毎て額

が

費状支る振替の

経る

体えがあ

に況出団替え

きに対い設認る
つにす

き

内も関するのをべ

、

理うも

部のするも管行

付、委たの

牽がる貸の

っの金貸託めが

制あも

はっ

能たの付ににあ

機

付綱る不た

を。交要係
内績分

かにの実十。

働

が告の

るい容報な

せお

成人会に設借る経
たて

、に

し会計入し入が理

いに職お

て計事金て金

にてるつ員い

い基務し

いにおいもいかて

な準

一一

こ基いるのてら、

あ資時部

とづてもが、

給やっ金借の

、い、の

付適与、たが入事

寄た

をに

金切支特。不れ業

理人な行祉
のな給に足

、理をのいっ法

人や管

の

社貸が行会まて人

や

元な会

団借適っ計まい

い務帳い計

法対切て事

表行なににも事

人照に

に

会やわいお記の務

の

しあお

計財れもい帳が

が、てっい

事産てのて

録なあ保いたて

務目い

の
おないっ育る。、

に

つ、

託に握

受算把

、決
係、内

にて算

業い決

事

表

算会公

予業の

る企容

生っ

決準ど

やにな

額計

なお行じた

いあるにを
い

、こどいいて。

てる
か金、当る

四と資て、
託支因

期ら滞受該原

半

な

と団が事出と

ご、留
のじ費自る

に体生業に
し財き

出支なと己べ

支

出

て計よて源支

し払い

め、不書で

い画う支を

、出分つ内

に算十に、

計拠もてが

会根ない容

務明なそ認

事がの、確

つかが内き

にらどので

てなっが書

いであ容る

総も。託を

はいた委類

会日必す行つ
務の事添

てて

入計に要るっい

受

得認合い、

事処所と場

業

をを税めにる事

務理

れ金のを

適行やらはも

にて会な融が執

切っ社

関っす

行い保い機あ行

い料にかたる

っな険の

のが

いもな同ら。課

て
いがをの借会

なのど一

収ど算

いどもた料な決

、要な入、を

て必の。
、受校切

複などの学適

人行

簿算公入法に

式決
で類法や会っ

記書益れ

会件基い

はを人人計て

にい

く成計費準な

な作
式て準支基こ

単し基の

積

算じに
簿いに出づと

処に

把計的

が会極

額た
な早組

きをり

で理取

握

三い急む

三もに必

八

る

あとあ

がうが

の行要

当び

る及改出充及

っと

、資すてし委

がび善し

きるい料

団金べいて託

業付

で況もにるの

体状

一象係せ

で対にさ

課、

理ど

的業処な

元事るる

れ事

こあ引銀入計
にが

なた出にで務

とっき行
別数処行

ど。し複対も

基ないや
社ののすっ

、

適一

でいづどた、

記な
理のた、切部

処もいで

切票会計

し、適伝な会

、が

。にの

たもも
て固

。
別た

業っ
事あ
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号
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処

のに後し場

をたも遣午
合に

うにおで、合

行め

う局ての計は

よ部い別
派師日計

指に、医２合
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収急をがなも

営員のがのな

金に運定
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切体

書事適団
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７７７
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